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北
村
副
知
事

十
三
橋
を
視
察

十

一
月
四
日
夜
、
十
三
橋
で
ラ
イ
ト
バ
ン
が
欄
干
を
破
り
転
落
、
二
人
が
死

亡
す
る
事
故
を
重
視
し
た
北
村
副
知
事
ら
県
土
本
部
幹
部
約
卜
人
が
、
卜

一
月

十
九
日
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

十
三
橋
は
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
下
流
に
新
十
三
橋
建
設
が
具
体
化
し
て
い
る

も
の
の
、
財
政
事
情
の
悪
化
か
ら
年
間
の
予
算
額
は
極
め
て
少
な
く
、
四
卜
九

年
度
に
取
付
け
道
路
造
成
に
着
手
、
今
年
度
よ
う
や
く
橋
脚
に
着
Ｉ
し
た
だ
け

で
完
工
の
見
通
し
は
つ
か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
村
で
は
早
期
完
成
を
強
く
訴
え
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
矢
先
の
事
故
だ
け
に
関
係
者

に
あ
た
え
た
シ

ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
十

一
月
十
日
に

は
白
川
村
長
は
じ
め
議
会
、
商
工
会
、
学
校
関
係
者

が
県
庁
を
訪
れ
、
北
村
副
知
事
ら
に
陳
情
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
、
同
副
知
事
ら
が
視
察
に
訪
れ
た
も
の
で
、
現
場
を
見
た
あ

と
橋
の
た
も
と
で
か
け
つ
け
た
村
民
約
百
五
十
人
と
話
し
合
い
、
来
年
度
は

一

億
二
十
万
円
の
予
算
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
に
二
億
八
千
万
円
を
追
加
、

約
四
億
円
に
増
や
し
て
来
年
度
は
上
部
工
の
一
部
に
着
手
し
、
早
期
完
成
に
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

⌒関
連
記
事
二
面
に
）



②

一　
　
十
二
橋
は
十

一
月
初
め
に
ラ
イ
ト
バ
ン
が
転
落
、
二
人
　
一

一　
の
犠
牲
者
を
出
す
な
ど
、
県
内
で
も
最
も
危
険
な
橋
と
し
　
一

一　
て
各
方
面
か
ら
永
久
橋
架
け
替
え
工
事
の
促
進
が
陳
情
さ
　
一

一　
れ
て
い
ま
す
が
、
県
は
財
政
難
か
ら
五
十
六
年
ご
ろ
完
成
　
一

一　
を
予
定
し
て
い
た

″新
十
三
橋
″
を
五
十
二
年
度
ま
で
に
　
一

一　
完
成
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

陽
″瑚
彊

一̈一嚇一さ′′の一「一稀

十
三
橋
は
二
十
四
年
に
完
成
　
　
　
し
か
し
、
交
通
の
要
衝
と
し

し
た
全
長
三
百
九
十
五
層
の
県
　
　
て
砕
石
ダ
ン
プ
カ
ー
、
鮮
魚
を

―

際
あ

―

運
ぶ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
十
三
経

由
小
泊
行
ま
の
大
型
パ
ス
の
運

行
な
ど
交
通
量
が
激
増
、
い
ま

で
は
木
の
橋
げ
た
の
底
が
抜
け

る
ほ
ど
破
損
が
ひ
ど
く
、
三
年

前
か
ら
三
ト
ン
制
限
の
オ
ン
ポ

ロ
橋
と
な
り
ま
し
た
。

屁

謁

智

こ
の
た
め
、
村
で
は
早
く
か

ら
永
久
橋
架
け
替
え
工
事
促
進

の
陳
情
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
矢
先
、
十

一
月
四
日

夜
、
ラ
イ
ト
パ
ン
が
橋
の
欄
千

を
破
っ
て
十
三
湖
に
転
落
、
三

人
の
犠
牲
者
を
出
す
と
い
う
痛

ま
し
い
大
事
故
が
発
生
、
こ
の

ほ
か
に
も
乗
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク

が
転
落
し
た
例
は
、
表
面
に
出

な
か

っ
た
も
の
だ
け
で
も
か

な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、

今
回
の
事
故
を
契
機
に
後
手
後

手
と
回
る
行
政
に
批
判
の
声
が

集
っ
て
い
ま
し
た
。

融
＝諜
雷

県
で
も
村
の
陳
情
を
受
け
て

北
村
副
知
事
が
現
場
を
視
察
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
態
度
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

″新
十
三
橋
″
は
現
在
の
橋
か

ら
下
流
百
五
十
眉
の
地
点
で
、

幅
員
十

一
・
五
層
の
二
車
線
と

一
・
五
済
の
歩
道
、
延
長
三
百

三
十
四
肝
と
い
う
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
構
造
。
総
工
費
は

約
十
二
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

県

転
落
事
故
で
計
画
見
直
す

‖月 4日 夜 4人を乗せたライ トバンは日干を
突き破って転落、 3人 が死亡するという痛ま
しい事故となった。

転落事故のあと (‖ 月:9日 )北村■知事ら一行
'0人

が十三構を

視察した。

し
か
し
、
財
政
難
で
す
っ
か

り
計
画
が
狂
い
、
完
成
は
早
く

て
五
十
六
年
ご
ろ
と
見
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
工
事
の
進
み
具
合

も
橋
げ
た
を
支
え
る
下
部
工
二

基
が
出
来
た
だ
け
で
、
今
年
度

末
の
進
行
率
は
わ
ず
が
に
八

・

一
％
と
い
う
低
さ
で
す
。

屡
雌婦
包

そ
こ
で
、
県
で
は
今
回
の
事

故
を
契
機
に
建
設
計
画
の
全
面

的
な
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
の
土
本
部
予
算
で
は
最

重
点
事
業
と
し
て
予
算
を
要
求

す
る
方
針
を
立
て
、
予
算
規
模

と
し
て
は
今
年
度
の
八
倍
近
い

四
億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

暑

・
‥こ 安

暫

県
内
に
五
本
の
長
大
橋
が
あ

り
ほ
か
の
橋
の
建
設
に
影
響
は

出
る
が
、
十
三
橋
は
五
十
三
年

度
に
完
成
さ
せ
た
い
意
向
を
示

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
橋
は
橋
げ
た
を
全

部
ふ
さ
ぎ
、
安
全
第

一
の
補
修

を
進
め
て
い
ま
す
。
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調だった衆議院総選挙

一前回を5。 76蘇下回る一

投票率は

選
挙
管
理
委
員
が
き
ま
り
ま
し
た

委
員
長
に
三
上
敬
司
氏

十

一
月
七
日
で
、
四
年
間
の

任
期
が
満
了
に
な
っ
た
村
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
の
後
任
を
き

め
る
選
挙
が
、
十

一
月
に
開
か

れ
た
臨
時
議
会
で
行
わ
れ
ま
し

議
会
で
の
選
挙
の
結
果
、
相

内
の
古
川
長
光

（６０
）
、
脇
元

の
三
上
敬
司

（
４３
）
、
相
内
の

佐
藤
慶
治

（７０
）
、
太
田
の
本

村
栄

⌒
６７
）
の
四
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
ハ
十

一
月
九
日
に
開
か

れ
た
初
委
員
会
で
は
、
互
選
の

津
川
　
武

一　
二
百
五
十
七
票

こ
し
や
政

一　
一二
百
七
十
七
票

竹
内
　
黎

一　
七
百
三
十
八
票

田
沢
　
古
郎
　
八
　
百
　
八
票

一
方
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

の
国
民
審
査
の
開
票
結
果
は
、

十
人
の
裁
判
官
の
う
ち

″罷
免

す
る
″
の
最
高
が
、
団
藤
重
光

・
三
百
五
十
七
票
。
最
低
が
、

本
林
崚

・
三
百
十
二
票
。

″全
員
信
任
″
の
投
票
が
千

五
百
六
十
六
票
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の

各
地
区
の
投
票
率
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

相
内
、
桂
川
７４

・
６２
％
、
脇

元
、
磯
松
７３

・
２８
％
、
太
田
７３

・
０２
％
、
十
三
７０

．
４３
％
の
順
。

73。 06パーセント

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高

裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
、

十
二
月
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

村
内
四
カ
所
の
各
投
票
所
で

は
有
権
者
の
出
足
が
に
ぶ
く
、

関
心
の
低
さ
を
思
わ
せ
ま
し
た

が
、
午
後
に
な
っ
て
い
く
ぶ
ん

も
り
返
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
投
票
率
は
７３

・
∞

％
で
、
四
年
前
に
行
わ
れ
た
前

回
の
投
票
率
７８

ｏ
”
％
を
５

・

７６
％
下
回
る
低
率
で
し
た
。

開
票
の
状
況
は
二
千
百
九
十

四
人
の
投
票
数
の
う
ち
、
有
効

投
票
二
千
百
八
十
票
。
無
効
投

票
は
十
四
票
。
各
候
補
者
の
得

票
数
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

結
果
、
委
員
長
に
二
上
敬
司
氏
。

職
務
代
理
者
に
木
村
栄
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
補
充
員
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

浜貯胡却
（ネＬ喘）（椰〓嘲瑚胸

純

一
（
６．
）
相
内
▽
村
元
清
蔵

（
４４
）
磯
松

五
十
九
人
が
め
で
た
く
成
人
に

式
典
は
十
五
日
ｏ
相
内
児
童
館
で

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
。
村
内
で
、
こ
と
し

一
年
間
の

う
ち
に
め
で
た
く
二
十
歳
に
達
す
る
人
は
、
五
十
九
名
。
内

訳
け
は
男
二
十

一
名

・
女
二
十
八
名
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
を

式
典
に
招
待
す
る
よ
う
案
内
状
を
発
送
し
ま
し
た
が
、
名
簿

か
ら
も
れ
て
い
る
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ヘ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
者
は
昭
和
三
十

一
年

一
月
十
六

日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
生
れ
た
人
で
す
。

十

　

一二

（男
５
ｏ
女
８
）

山

本

克

秋

（治
二
郎
）

本
　
荘
　
奈
美
野

（珍
　
雄
）

本

荘

博

之

⌒栄

造
）

渋

谷

節

子

⌒

博

）

秋
　
一九
　
美
津
子

（直
　
衛
）

中

島

成

樹

（成

雄
）

工
　
藤
　
頂
　
子

⌒兼
次
郎
）

堺
　
　
　
紀
　
子

（
ツ
　

こヽ

宮

崎

清

吉

⌒清

吉
）

本

荘

淳

介

（

勉

）

浜

田

恵

子

Ξ

郎
）

新
　
岡
　
咲
美
子

⌒　
清
　
）

白
　
川
　
松
　
枝

（　
治
　
）

■
元

・
費
松
（男
９
ｏ
女
９
）

淳
　
子

（敬
太
郎
）

千
枝
子

⌒
一　
枚
）

修

司

（光
　
雄
）

雅

治

（

伝

）

佳
　
子

（浅
太
郎
）

洋

子

⌒定

義
）

邦

彦

（

肇

）

潔

（恭
　
一
）

愛
　
子

（由
　
雄
）

良
　
子

（利
　
治
）

愛
　
子

（由
　
雄
）

丈

文

（正

彦
）

浩
　
一
一
（勇

蔵
）

俊

幸

⌒

栄

）

由
美
子

⌒勝
　
由
）

猛
　
夫

（繁
　
則
）

一　
紀

（多
　
蔵
）

類
　
子

（則
　
美
）

隆
　
男

（勝
　
子
）

な
お
、
式
典
は

一
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
相
内
児
童
館
で

行
い
ま
す
が
、
服
装
は
で
き
る

だ
け
簡
素
に
し
て
み
ん
な
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
成
人
式
へ
出
る
た

め
に
多
額
の
出
費
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（カ
ソ
コ
内
世
帯
主
）

相
内

・
桂
川

・
大
田

（男
１７
・
女
Ｈ
）

広
　
正

（正
　
明
）

秀

基

（

基

）

文
　
男

（正
　
志
）

美
保
子

（鉄
之
助
）

美
智
男

（正
　
男
）

都
志
子

（秀
　
雄
）

綾
　
子

（哲
　
也
）

佐 米 三 工 佐 村 三

藤 谷 浦 藤 藤 山 和
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⌒貞
　
一こ

（勝
　
雄
）

（本
　
人
）

（　
悟
　
）

（勝
　
明
）

⌒定
　
一
）

（直

義
）

（直

作
）

⌒利
　
美
）

（健
　
一
）

（秀
　
雄
）

（留
　
吉
）

（則

幸
）

（光
　
男
）

（幸
　
雄
）

（与
　
七
）

（慶
　
蔵
）

（重
　
美
）

（長
　
±３

含
死
　
行
）

（芳
之
墨
）



④

⑤

―
餃
あ

―

ゴ

ミ
捨
て
場

の
よ
う
な
ゴ
ミ
の
山

十
二
地
区
の
南
は
ず
れ

製
材
所
の
あ
る
地
域
か
ら

約

一
・
五
キ
ロ
肩
。
道
路

右
側
の
空
き
地
に
ゴ
ミ
が

山
を
な
し
て
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
場
所
は
広
報
七
月

号
で
も
と
り
あ
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
点
に
く
ら
べ

ゴ
ミ
は
約
五
倍
に
も
増
え

あ
た
か
も
「ゴ
ミ
捨
て
場
」

を
思
わ
せ
る
よ
う
な

″ゴ

ミ
の
山
″
に
な
っ
て
い
ま

す
。

附
近

一
帯
は
松
林
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
捨
て
ら

れ
て
い
る
所
は
、
道
路
沿
い
か

ら
少
し
引
っ
込
ん
で

い
る
空
き
地
の
た
め
、

格
好
の
ゴ
ミ
捨
て
場

？
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
段
ボ
ー
ル
箱
、

古
本
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
空

き
缶
、
鉄
屑
を
は
じ

め
、
テ
レ
ビ
、
不ヽ
コ

車
等
の
粗
大
ゴ
ミ
ま

で
捨
て
ら
れ
て
い
ま
．す
。

「松
林
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
あ

り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
立
札
も
全

く
無
視
さ
れ
、
ゴ
ミ
は
人
間
サ

マ
の
な
す
が
ま
ま
に
捨
て
ら
れ
、

そ
こ
に
は
良
心
も
道
徳
心
も
影

を
ひ
そ
ま
せ
、
ゴ
ミ
の
不
法
投

げ
捨
て
は
大
手
を
振
っ
て
ま
か

り
通
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
ど
こ
の
誰
れ
が

捨
て
る
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
車
で

ゴ
ミ
を
運
ん
で
く
る
の
は
誰
れ

な
の
か
。
見
方
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
人
目
を
さ
け
て
車

で
ご
っ
そ
り
組
，
の
し
わ
ぎ
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

週

一
回
の
ゴ
ミ
収
集
で
は
ど

う
に
も
処
理
に
困
っ
て
―
と
い

う
か
た
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
所
か
ま

わ
ず
ゴ
ミ
を
捨
て
て
も
い
い
と

い
う
法
律
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
収
集
で
余
っ
た
ゴ
ミ
は
、
村

営
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
運
ん
で
く
だ

さ
い
。
距
離
的
に
は
そ
れ
ほ
ど

差
が
な
い
は
ず
で
す
。

春
先
き
雪
が
消
え
て
も
、
国

定
公
園
の
名
に
恥
じ
な
い
き
れ

い
な
環
境
に
し
た
い
も
の
で
す
。

警
察
で
も
監
視
の
目
を
光
ら

せ
、
不
法
投
棄
を
び
し
び
し

取
締
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ゴ ミ捨て場でありません ―とい う立札 も

全 く無視 され、ゴ ミは増 えるばかりです。

／
所

ゴミ不法投棄箇所略図

ゴミの種類もテレビ、ネコ車などをはじめ、段ボ

ール箱、古本、台所ゴミまで捨てられています。

隣
村

の
人
た
ち

で
は
―

衛
生
脇
ヵ
１１
小
山
あ
ぐ
り
さ
ん

十
三
地

区
の
人
た

ち
は
捨
て

る
は
ず
が

い
き
お

い
隣
村

⌒車
力
）
の
人

た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
行
政
区
域
を
越
え
た
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
に
は
腹
が
立
ち
ま

す
。あ

の
ま
ま
で
は
、
雪
溶
け
の

春
が
思

い
や
ら
れ
る
し
、
国
定

公
園
と
し
て
の
美
観
が
そ
こ
な

わ
れ
ま
す
。

調
査
し
て
処
置
を
…

製
材
業
浜
田
春
士
さ
ん

二
一
　
　
　
一
）

．
¨

人
会
が
清
掃
し
、
き
れ
い
に
し

た
は
ず
な
の
に
、
ま
た
し
て
も

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
は

驚
き
ま
し
た
。

捨
ざ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
内

容
か
ら
考
え
て
、
車
力
村

・
栗

山
あ
た
り
の
心
な
い
人
た
ち
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
十
三

地
区
の
人
た
ち
は
わ
ざ
わ
ざ
あ

そ
こ
ま
で
ゴ
ミ
を
運
ば
な
い
し

捨
て
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
調
査
し
て
、
厳
重
な
処
置

を
の
ぞ
み
ま
す
。

十二部落南はずれ
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年末の交通安全運動にご協力を

騒
餞
螢
麗
強

・Ｆ

ぶ

嬌
寺
ヱ

事
故
を
な
く
し
て

明
る
い
お
正
月
を
―

交
通
事
故
は
い
ま
や
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
「

カ
ラ
ス
の
鳴
か
な
い
日
が
あ
っ
て
も
、
交
通

事
故
が
新
聞
に
の
ら
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
に
は
、
急

激
に
増
え
る
の
が
特
徴
で
す
。

ド
ロ
ポ
ー
や
傷
害
な
ど
の
一
般
犯
罪
に
く
ら

べ
て
交
通
事
故
に
対
す
る
罪
悪
感
が
薄
い
の
も

多
発
の
一
因
で
、
運
転
者
や
歩
行
者
の
自
党
が

改
め
て
の
ぞ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
年
末
の

交
通
安
全
運
動
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
と
く
に
、
酒
飲
み
運
転
の
追
放
を

か
か
げ
、
年
の
暮
れ
に
不
幸
な
交
通
事
故
に
合

わ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

酔
っ
ば
ら
っ
て
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
る
と

い
う
こ
と
は
常
識
で
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す

が
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
せ
な
い
、

運
転
す
る
と
き
に
は
飲
ま
せ
な
い
。
の
二
つ
を

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
守
れ
ば
よ
い
こ
と
で
す
。

飲
酒
運
転
は
酒
量
に
関
係
な
く
、
す
ぐ
逮
捕

で
す
。

除
雪
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に

●
青
空
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

い
ま
の
と
こ
ろ
積
雪
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
つ
、
大
雪
に
な

る
か
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
村
で
は
早
く
か
ら

除
雪
計
画
を
立
て
て
、
冬
の
交

通
確
保
に
萬
全
を
期
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
除
雪
は
、
交

通
を
確
保
す
る
ば
か
り
で
な
く

防
火
、
防
災
、
保
健
衛
生
活
動

に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
か
ら
、
除
雪
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の

少
い
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
の
で

青
空
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
除
雪
車
は
右
側
走
行
し
な

が
ら
、
除
雪
作
業
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
黄
色
回
転

灯
を
燈
火
し
た
除
雪
車
を
見
た

ら
除
行
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
除
雪
後
の
道
路

に
雪
を
か
き
上
げ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
除
雪
車
が
作
業

中
の
場
合
は
二
十
眉

以
内
に
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し
、

運
行
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は

目
じ
る
し
に
赤
旗
を
た
て
て
く

だ
さ
い
。

▽
除
雪
作
業
に
よ
っ
て
事
故

が
発
生
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
役
場
建
設
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

村に対するご意見、要望、

苦情などありましたら、企画

室宛お送 り〈ださい。

基ノ
十

一
月
号
の
こ
の
欄
で
脇
元

の
一
主
婦
の
か
た
か
ら
お
尋
ね

の

「財
産
区
有
地
使
用
に
つ
い

て
」
に
ぉ
答
え
い
た
し
ま
す
。

財
産
区
の
財
産

ノ
の
貸
付
け
、
売
払

い
は
、
村
の
財
政

主
管
課
の
指
導
の
も
と
に
適
正

な
使
用
料
や
払
い
下
げ
価
格
を

定
め
、
貸
付
け
、
売
払
い
契
約

を
締
結
し
て
行
っ
て
お
り
、
ご

指
摘
の
よ
う
な

一
部
か
ぎ
ら
れ

た
人
達
の
た
め
に
財
産
区
は
運

し
た
が
い
ま
し
て
、
財
産
の
　
処
置
を
と
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い

貸
付
け
、
売
払
い
等
に
つ
い
て
　
ま
す
。

は
、
管
理
会
で
慎
重
に
協
議
の
　
　
な
お
、
財
産
区
有
財
産
を
必

う
え
、
適
正
を
期
し
て
お
り
、　
　
要
な
か
た
は
、
財
産
区
へ
申
請

個
人
が
勝
手
に
松
林
の
伐
採
や
　
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
目
的
、

「財
産
区
有
地
使
用
に
つ
い
て
」
―
　
　
制
経
け
髪
“
凱
積

曇
π
財
産
区
管
理
会
長

藤
田
弥
男
造
　
望
に
そ
え
る
よ
う

原
野
の
開
墾
、
住
宅
の
建
築
な
　

に
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ど
、
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
ま
　
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

た
、
そ
の
よ
う
な
事
実
も
ご
ぎ
　
　
今
後
と
も
当
財
産
区
に
対
し

い
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

た
だ
、
相
当
以
前
か
ら
無
届
　
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

け
で
財
産
区
有
地
を
耕
作
、
使

嘉
相
飼
蔓
Ｉ
襲
議
宙
議
で一 除■率は整●も姜りいつでも出動OK。
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に

和 俵
島 谷
文 文
庫 庫

脇
元
小
学
校

脇
元
小
学
校
の
百
周
年
を
記

念
し
て
、
事
業
生
二
人
か
ら
同

校
に
文
庫
が
贈
ら
れ
、
放
課
後

の
図
書
室
は
読
書
す
る
よ
い
子

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ｏ

そ
の

一　
俵
谷
佐
之

一
先
生

（

６０
）
は
昭
和
二
年
度
の
卒
業
生

で
す
が
、
脇
小
は
じ
め
郡
内
各

校
で
教
職
に
つ
き
、
尾
別
小
学

校
長
を
最
後
に
こ
と
し
二
月
退

職
し
ま
し
た
。

先
生
は
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

第
四
十
四
回
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
は
、
十

一
月
二
十

一
日

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
か
ら
百

二
十
四
人
が
参
加
し
、
腕
を
き

そ
い
ま
し
た
が
、
合
格
者
は
七

十
五
人
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

▽
一
級
　
清
野
篤
（十
二
小
）

▽
三
級
　
成
田
容
子

（相
内

小
）
奈
良

一
仁
、
九
山
靖
子
、

奈
良
美
恵
子

（大
田
小
）

▽
四
級
　
浜
田
隆
士
、
福
島

育
子
、
小
倉
昌
子
、
豊
島
真
紀

子
、
安
田
柳
子
、
松
田
美
粉
、

中
井
剛
、
福
井
慶
大
、
矢
本
秀

子
、
相
川
洋
子
、
蒔
田
伊
津
子

（十
二
小
）
葛
西
桂
子
、
山
田

仁
美

（脇
元
小
）
三
浦
典
子
、

本
津
谷
英
佐
子

（相
内
小
）
奈

良
則
子
、
青
山
勝
信
（大
田
小
）

▽
五
級
　
近
藤
範
千
、
内
藤

富
士
子
、
相
川
優
子
（十
二
小
）

櫛
引
真
由
美
、
竹
谷
裕
子
、
櫛

引
俊
彦
、
竹
谷
博
美
（脇
元
小
）

工
藤
千
恵
子
、
（相
内
小
）
丸
山

紀
子
、
土
岐
美
智
子
、
本
村
英

子

（大
田
小
）

▽
六
級
　
若
山
由
香
利
、
渋

谷
暁
美
、
久
保
田
て
つ
み

（十

二
小
）
山
田
栄

一
（脇
元
小
）

成
田
祐
子
、
成
田
靖
子

⌒相
内

小
）
奈
良
真
由
美

（大
田
小
）

▽
七
級
　
一二
橋
嘉
津
浩
、
福

島
浩
樹
、
高
橋
ゆ
か
り
、
相
坂

孝
弘
、
浜
田
直
美
、
相
川
章
子
、

本
村
知
和
子
、
梶
浦
千
司
子
、

松
江
希
子
、
本
村
加
代
子

（十

二
小
）
高
橋
恵

（脇
元
小
）
佐

藤
八
重
子
、
石
戸
谷
淳
子
、
三

和
綾
子
、
三
和
靖
子
（相
内
小
）

▽
八
級
　
新
岡
吉
昭
、
古
川

郁
子

（十
二
小
）
竹
谷
光
昭
、

秋
田
幸
恵
、
高
西
新
子
、
工
藤

時
雄
、
竹
谷
尚
敏
、
石
岡

一
行
、

新
岡
敏
幸
、
坂
本
浩
倫
、
成
田

卓
哉

（脇
元
小
）
小
笠
原
孝
子
、

成
田
和
雄
、
高
橋
真
津
藻

（相

内
小
）
奈
良

一
鶴
、
奈
良
久
美

子
、
山
本
春
仁
、
木
村
昭
彦
、

下
沢
伝
、
奈
良
裕
喜
（大
円
小
）

俵
谷
文
庫
⌒上
）と
和
島
文
庫
⌒下
）で
観
書
す
る
よ
い
子
た
ち
―

秋
は
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
し
た
。
そ
し
て
、
文
化
の

日
を
中
心
に
各
校
で
い
ろ
い
ろ
を
行
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
脇

元
小
学
校
は
こ
と
し
で
百
周
年
を
迎
え
、
十

一
月
二
日
、
盛
大

に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
の
話

題
と
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

―
餃
あ

―

な

っ
た
ご
』
一
返
し
に
―
と
五
万

円
を
母
校
に
寄
せ
、

「俵
谷
文

庫
」
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
は
こ
れ
か
ら
も
毎
年
、
五

万
円
ず
つ
同
校
に
贈
る
こ
と
に

そ
の
二
　
和
島
絹
子
さ
ん
（
２３
）

は
昭
和
四
十
年
度
の
事
業
生
で

す
が
、
今
春
大
学
を
卒
業
し
、

就
職
し
ま
し
た
。
和
島
さ
ん
は

大
学
を
終
え
就
職
で
き
た
の
も

小
学
校
時
代
に
基
礎
的
な
勉
強

が
出
来
た
お
か
げ
―
と
、
母
校

の
百
周
年
に
五
万
円
を
贈
り
、

「和
島
文
庫
」
が
で
き
ま
し
た
．

学
校
で
も
読
書
す
る
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
―
と

大
喜
び
で
す
。

百
周
年
記
念
婢
■

「誠
心
独
立
」

脇
元
小
百
周
年
記
念
碑
は
校

合
の
前
に
建
っ
て
い
ま
す
が
、

碑
文

「誠
心
独
立
」
は
、
野
呂

隆
昌
校
長
の
揮
ご
う
に
よ
る
も

の
で
、
脇
小
の
子
ど
も
へ
の
ね

が
い
を
こ
め
て
学
校
の
経
営
方

針
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

微
力
で
も
誠
意
を
も
っ
て
事

世
に
つ
く
す
有
能
な
人
間
に
育

つ
よ
う
に
―
と
の
願
い
が
こ
め

清

野
君

（十
二
小
）
見
事

一
級

に

校舎の前 に とっかと腰 を据 えた記念碑
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□ □□日

3年
伊 南 文 男

4年
石 岡 ― 行

2年
二 和 み か

■
年

ｌＰ

為

■

●
■

賣
Ｆ

百
し
ゅ
う
年
き
ね
ん

二
年

竹

谷

え

み

わ
た
し
た
ち
の
学
校
は
、
こ
と
し
で
百
年

に
な
り

ま
す
。
わ
た
し
は
、
と
て
も
長
く
生
き
た
ん
だ
を
ぁ

と
思

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
わ
き
も
と

小
学
校
の
ず
う

っ
と
前
か
ら
の
こ
と
を
、　
い
ろ

い
ろ

聞

い
て
み
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
わ
き
も
と
小
学
校
は
、
め

い
じ
五
年
ぐ
ら

い
に

で
き
た
ん
だ
よ
。
そ
し
て
、
ぉ
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
が
入
学

し
た
時
は
、　
一
、
二
、
二
年
が
ひ
と

つ
の
ク
ラ
ス
に

な

っ
て
い
て
、
先
生
が
ひ
と
り
で
お
し
え
て
い
た
ん

も
、
べ
ん
き
ょ
う
時
間
に
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
む

か
し
の
先
生
は
、
た

い
へ
ん
だ

っ
た
ん
だ
を
ぁ
と
、

思

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
中
学
の
時
は
、
四

年
ま
で
が

一
ク
ラ
ス
に
な
り
、
先
生
は
ひ
と
り
で
ぉ

し
え
た
そ
う
で
す
。
ゎ
た
し
は
、
今
は
、
む
か
し
に

く
ら
べ
、
先
生
も
、
た
く
さ
ん

い
る
し
、
テ
レ
ビ
ゃ

べ
ん
き
ょ
う
の
ど
う
ぐ
も
、

い
ろ

い
ろ
た
く
さ
ん
で

き
た
ん
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。

お
と
う
と
の
ゆ
う
ぼ
う
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
が
、

大
き
く
な

っ
て
、
学
校

へ
は

い
る
こ
ろ
に
は
、
も

っ

と
も

っ
と
、

い
ろ

い
ろ
な
べ
ん
き
ょ
う
ど
う
ぐ
ゃ
、

あ
そ
び
ど
う
ぐ
が
、
あ
た
ら
し
く
で
き
て
く
る
と
思

昭
和
五
十

一

年
十

一
月
．二
日
。

こ
の
日
、
脇
元

小
は
創
立
百
年

と

い
う
大
き
な

一
つ
の
節
を
造

っ
た

一
日
で
あ

っ
た
。
学
校
と

学
区
民
が

一
九
と
な
り
美
し
い
大
輪

菊
を
咲
か
せ
た
時
で
あ
る
。
絶
え
間

な
く
流
れ
　
　
　
　
　
　
※
た
人
間

る
歳
月
の
　
で
　ヽ
　
　
模
様
を
当

¨
のＨキで
一
¨
　
か
一　
割
　
『
［
一
一

に
、
額
に
　
の
　
戸
　
事
が
で
き
、

汗
し
た
人
　
み
）
一　
　
私
に
と
っ

¨̈一一　一一　̈　̈一一一

な
ど
、
秘
　
百
口
　
　
　
た
。

め
ら
れ
※
　
　
　
　
　
　
　
「
ふ
る

さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
…

」
犀
星
の
詩
の
侭
に
、
当
初
予
想
を

遥
か
に
超
え
次
々
と
寄
せ
ら
れ
た
卒

業
生
の
浄
財
に
、
私
は
感
謝
の
念
と

共
に
ず
し
り
と
し
た
百
年
の
重
み
を

感
じ
、
人
々
の
善
意
に
報
い
る
の
は
、

今
こ
の
時
か
ら
脇
元
の
子
に
明
る
い

未
来
へ
の
希
望
と
輝
き
を
与
え
る
こ

と
唯

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て



③

太

田

　

間

山

鉄

夫

い

う

も

の

峡

に

湧

く

]④
と

山

里

に

川

こ
う

こ
う

と

薄

氷

百

万

運

百

日

紅

の

部

落

に

入

る

雪

清

浄

石

仏

は

地

に
笑

み

続

く

北

風

吹

く

や

印

結

ば

る

る

二

本

仏

脇

元

　

野

呂

隆

昌

父

異

郷

落

葉

の
季

節

を

ま

た

迎

え

のはなし :

1.自 動車税 を納めたとき、その「納 税証明
書」は車検のさい必要ですから、常 に検査

証 と一諸 に保管 して くだ さい。

2.登 録住所 と現住所 が変 った ときは、速や
かに検査証の住所変更手続 をとって くだ さ

3.自動車をもたなくなったときは
譲った人へ「移転登録」をしてく

ださい。また、廃車したときも必

らず「まつ消登録」をしてくださ

い。この手続をしないでおくと、

その後、いつまでもあなたに課税

され、納めなければなりません。

4。 「 したどり車」に出したり、他

人に「まっ消」を依頼したときは、

陸運事務所の登録を確認 してくだ

さい。

5。 「まっ消登録」には検査証とナ

ンパープレートが必要ですから必

らず保管を忘れないでくだtき い。
以上、自動車をお持ちの方は上記
についてご注意 くだ さい。

なお、手続は本人自身で行 うのが

ユ前ですがあなたに代って、手続 きや相談に

応 じてくれるところは、管内では「西北五自

家用車協会」電話、五所川原 5局2854番 、住
所は五所川原市大学湊字船越332二 1があり
ます。

１
９
８

１

一

日

の

苦

労

を

あ

つ

め

た

肩

の

凝

り

ほ

め

ら

れ

て

一

株

わ

け

る

垣

根

ご

し

妻

の

座

の

白

さ

匂

わ

す

割

烹

着

薬

草

全

科

机

上

の

友

で

妻

と

い

る

讐

元
　

葛

西

美

代

空
と
海
溶
け
あ
う
暮
色
の
水
平
線

影
絵
の
ご
と
き
行
く
船
速
し

時
折
り
を
ア
ラ
レ
に
打
た
れ
霜
月
の

余
命
短
き
花
々
ゆ
れ
る

は
る
ハ
ヽ
と
旅
来
し
白
鳥
浮
く
湖
の

水
の
面
に
輪
え
が
き
師
走
の
雨
ふ
る

岩
木
嶺
に
冠
雪
あ
り
て
幾
日
経
ち

津
軽
の
里
は
干
菜
つ
る
し
て

街
並
み
は
歳
末
商
戦
渦
巻
き
て

此
の
年
も
又
暮
れ
ゆ
か
ん
と
す

自
動
車
税
と
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

連 載

対

話

の

時

間

を

ふ

や

そ

う

曇
干

公
務
員

石
岡

一
衛
さ
ん
田

現
代
人
は
非
常
に
対
話
が
少
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
雑
誌
や
新
聞
で
家
族
同
志
の
対
話
の
少
な

さ
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
夫
婦
で
も
親
子
で
も

一

日
の
対
話
時
間
は
五
分
か
十
分
し
か
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
私
た
ち
の
家
庭
の
こ
と
を
考
え

て
み
る
と
、
そ
ん
な
気
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
が
日
常
生
活
に
密
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
家
庭

で
も
職
場
で
も
常
に
対
話

を
重
ね
、
人
間
関
係
を
う

ま
く
保
ち
た
い
も
の
で
す
。

ど
ん
な
方
法
で
も
い
い
、

気
軽
に
話
し
合
え
る
機
会

を
も
ち
た
い
。

十
二
湖
を
沈
殿
湖
に
し
な
い
で

七
予

漁
業

者
山
恭
二
さ
ん
ｍ

岩
木
川
を
主
体
と
し
た
各
河
川
の
終
着
、
十
二
湖

は
い
ま
、
沈
澱
槽
に
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
四
季

の
ほ
と
ん
ど
が
濁
水
で
、
い
つ
も
き
れ
い
な
湖
水
だ

っ
た
ら
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
　
一

出
水
に
な
る
と
慶
芥
と
流
泥
が
定
着
し
、
シ
ジ
ミ

漁
を
は
じ
め
と
す
る
油
水
面
漁
業
に
大
き
く
影
響
し
、

漁
民
の
経
済
状
態
は
年
毎
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
薬
な
ど
の
流
出
に
よ
る
湖
水
の
汚
染
も

見
の
が
す
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
際
、
各
河
川
の

一
本

化
を
進
め
、
日
本
海
へ
の

直
接
放
流
を
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
―
。



⑨

「

移動採血車による献血のお知らせ¬

移動採血 車 による献血 をつ ぎの 日程 で行 います。万一

に備 えて、一戸一人は献血 にご協 力 くだ さい。

献血 で きるかたは 16歳から65歳 までの男女です。

農業用軽油免税の申請 を

昭和 52年 に使用す る農業用免税軽油の申請受 けつけ 日

>受付期 日=12月 20日 か ら 1月 31日 まで
>受 付場所 =五所川原県税事務所
●申請 に必要 な諸用紙 は農協 、石油製品販売店 にあ り

●免税証の郵送料 と して 120円の切手 をそえて、農協

または石油販売店 を経由 して申請 して くだ さい。

●受 けつけ期 日は、県税 事務所 で受 けつける期 日です

か ら、 それ以前 に農協 または石油販売店へ申請書類 を提

出 して くだ さい。

なお、不明の点 があ りました ら、五所川原県税事務所

軽油引取税係へ おたずね くだ さい。 (電話 5-2549番 )

己訥諷鶴菫羅句
12月 31日 現在 で製造業の調査 が行 われ ます。

これは通産省が統 計法 にもとずいて行 う工業統計調査

です。製造業の本社 、本店 について調査 します。

税金 など、申告者の不利益 になるよ うなことは絶対 あ

りません。調査 員 が訪問 した ときは、よろ しくご協 力 く

印鑑証明の請求には委任状を

Fp鑑証明書 をよその人 に請求 させ るときは、委任状 が

なければ交付 で きませんが、委任状 は二人の保証人 が必

要 です。

また、保証人の Fp鑑は実印 を使 っていただ きます。

「

役場の年末勤務は28日 まで¬
年の瀬はなにかとあわただしいもの、印鑑証明や戸籍

謄・抄本の請求や納税する人などで役場 を訪れる人が増

ご用納め」で午前中です。

新年は 1月 4日 が「ご用はじめ」ですから、事務が開

身障者職業訓練校入校の案内

願書受付けは2月 15日 まで

身体障害者職 業訓1練校 (弘前市緑 ケ丘町 )の 学生 を募
集 しています。障害 の重 い軽 いにかかわらず職場 で一人

前 に活用 す るには、職 業 についての専問的知識 と技能 を

身 につけることが必要です。

(募集科目と人員〉

貝光学 ガラス加工科  10名 男女  1年 間
□和裁科  10名  男女  1年 間
□製版 Fp刷 科  10名  男女  1年 間
〈応募賓格〉

身体障害者0支体不自由、聴視党障害者、言語障害者)
で1年の訓練に耐えられる者。

義務教育修了又はこれと同程度の学力のある者。た々
し、伝染病、精神病、てんかん性疾患のある者は応募で

く人校の手続〉

公共職業安定所 に入校願 を提 出 し、入校 の指示 を受 け

〈願書受付期間〉
H月 1日 ～ 2月 15日

□機能検査  2月 7日 午前 9時30分
□面接 日 3月 12日 午前 9時30分
□合格発表  3月 18日 (本人 に通知 )
〈入校中の特典〉

①授業料は無料

②訓練手当1カ 月5万円支給する。
くわしいことは福祉事務所または役場民生課へお問い

合せ ください。

E責屏lξ :墓宮冒[置馨喜Il
在宅 している重度心身障害者を介護している保護者が、

病気、事故、出産等により介護できなくなったとき、一

時的に施設に入所できるようになりました。

□入所できる人 特別児童扶養手当または障害福祉年l

金の一般に該当する重度心身障害児 (者 )、重度精神薄弱

児 (者 )、 重度身体障害児。

□入所できる期間 7日以内。やむを得ない事情があ
るときは、あと 7日 のぼすことができます。

申し込みは民生課社会福祉係へどうぞ。



⑩

岩木嶺の眺望に見とれた松陰

碑は十二湖畔に建っています

が、復製前の碑は相内・真宗

集会所に保存 されています。

マ
タ
ぶ
〈ｇ

吉

田
松
陰
遊

賞

の
碑

嘉
永
五
年

⌒
一
八
五
二
）
、
吉
田
松
陰
は
海
岸
国

防
視
察
の
た
め
津
軽
を
訪
れ
ま
し
た
。
中
里
へ
着
い

た
の
は
同
年
二
月
四
日
の
こ
と
で
し
た
。

松
陰
は
同
日
、
小
泊
を
経
て
竜
飛
へ
向
う
た
め
中

里
を
発
ち
、
途
中
、
今
泉
の
七
平
峠

「
さ
わ
ら
」
の

坂
で
休
息
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
の
岩
木
山
の
眺
望
は
み
ご
と
だ

が
、
と
り
わ
け
湖
面
に
映
え
る
岩
木
嶺
の
美
し
さ
に

松
陰
は
し
ば
し
見
と
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
、

松
陰
は
小
泊
を
経
て
算
用
師
に
抜
け
、
竜
飛
に
足
を

踏
み
入
れ
ま
し
た
。

碑
は

「青
雲
の
志
」
に
燃
え
て
い
た
本
村
十
二
の

小
倉
常
吉
氏
を
は
じ
め
津
島
文
治
、
佐
々
木
嘉
太
郎

氏
ら
北
郡
の
有
志
が
昭
和
六
年
五
月
、
十
二
湖
畔
に

建
立
し
ま
し
た
。
揮
ご
う
は
徳
富
蘇
峰
の
筆
に
な
る

も
の
で
す
が
、
蘇
峰
が
揮
ご
う
し
た
松
陰
記
念
碑
は

全
国
で
鎌
倉

。
瑞
泉
寺
、
銚
子

・
川
口
神
社
と
十
三

湖
畔
の
三
カ
所
だ
け
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

現
在
の
碑
は
中
里
町
の
下
山
正
夫
氏

（故
人
）
が

揮
ご
う
、
復
製
し
て
昭
和
三
十
九
年
十
月
、
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

―

一
卜
∞
―

多
治
見
の
湯
香
み
を
手
に
村

山
さ
ん
（右
）と
渋
谷
さ
ん

郵
便
局
で
は
　
　
一二
人
。
と
も
に
明
治
二
十

一
年

簡
易
保
険
事
業
　
　
生
れ
で
八
十
八
歳
。
明
治
、
大

の
一
つ
と
し
て
、
　

正
、
昭
和
の
三
代
を
生
き
抜
い

こ
と
し
も
め
で
　
　
て
き
た
人
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
元

た
く
米
寿
を
迎
　
　
気
で

「長
生
き
お
め
で
と
う
ご

え
た
人
た
ち
に
　
　
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
達

記
念
品
を
贈
り
　
　
者
で
―
。」
と
二
和
相
内
郵
便
局

ま
し
た
。
　
　
　
　
長
か
ら
は
げ
ま
さ
れ
、
多
治
見

本
村
で
は
、
　
　
の
湯
呑
み
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

相
内
地
区
の
村
　
　
　
こ
の
記
念
品
の
贈
呈
は
四
十

山
正
三
さ
ん
、
　
　
四
年
度
か
ら
行
わ
れ
、
簡
易
保

渋
谷
ミ
ョ
さ
ん
、
　

険
事
業
に
協
力
し
た
人
た
ち
の

十
二
地
区
の
古
　
　
米
寿
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

川
リ
ヮ
さ
ん
の

徹

（岐
　
阜
）

佳
子

（十
　
一こ

（林躊略衛薇

（精帥　蒻一

（三嗣美輝衛

（螂剛けしヽ文雑

⌒師西　哲鈍

（鶴噸美藤鋳
一構奈雌一

一訛い一ご結婚

米寿者に記念品贈る

簡易保険 村山さんら二人に

ｄ″「お誕生

葛
西
し
の
ぶ

（磯
松
）
浩
二

中
野
　
朝
美

（十
三
）
進

成
田
　
正
洋

（脇
元
）
昭
則

小
寺
　
盛
巳

（相
内
）
敏

奈
良
　
桐
人

（十
三
）
聖

一

佐
藤
那
穂
子

⌒相
内
）
二
郎

鳴
海
　
秀
朗

⌒相
内
）
登

（副御川婚補

（哺輌はつ善紳

（雌剛　触讐

会
墨
馴
（嘲
釧
）

（耐国　民漱
一動　断一

（口一一一一一一ヮ

山
内
桃
太
郎

（相
内
）
８９
歳

堺 横

筋磐 示T策 箱 辞爾 宋箱

ここ 迫こ こ空 ここ 三●

爾機 履爾 示箱 箱積 宙箱
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